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外食産業における学生アルバイト意識・実態調査報告




















、100～149日2 、150～199日3 、200日以上 である。e.
アルバイト一日当たり就業時間は（表5 ）1
、4 ～6 時間2 、6 ～8 時間3 、2 ～4 時間 である。
*東 洋大 学国 際地 域学 部 ；FacultyofRegionalDevelopmentStudies,ToyoUniversity
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表1 アルバイト希望条件と決定条件（最近1 年間アルバイトのみ） (平成16 年・リクルート)
首 都 圏 関 西
希望条件 決定条件 希望条件 決定条件
勤務する曜日が選べる 66.8％ 11.8％ 64.3％ 9.r0/
勤務時間が選べる 58.9％ 10.4％ 55.7％ 9.8％
勤務時間が短い 42.5％ 7.7％ 45.4％ 12.2％
職場が希望する場所である 42.0％ 11.0％ 46.3％ 17.4％
給与（時給等）が高い 38.4％ 11.7％ 38.9％ 11.9％
働く日数を選べる 37.4％ 4.1％ 24.6％ 3.1％
安心して働ける 34.8％ 5.8％ 37.0％ 5.2％
興味のある仕事である 31.2％ 7.5％ 23.2％ 6.6％
楽しそうな仕事である 29.8％ 3.9％ 25.8％ 3.0％
未経験でもかまわない仕事 26.7％ 2.8％ 25.7％ 1.3％
休みが取りやすい 19.8％ 0.7％ 26.8％ 1.2％
交通費が全額支給 18.7％ 1.2％ 14.6％ 0.2％
働く期間を選べる 17.0％ 1.0％ 12.6％ 1.0％
知識・スキルが身に付きそうな仕事 15.2％ 4.0％ 14.8％ 3.1％
自分と合いそうな人が多そう 14.8％ 1.2％ 15.8％ 1.5％
食事が付いている 11.8％ 0.7％ 11.4％ 0.9％
友達が勤めている（いた） 11.3％ 4.4％ 12.8％ 6.1％
商品やサービスに興味がある 11.2％ 1.2％ 6.7％ 2.0％
上司や店長と気が合いそう 11.2％ 1.2％ 12.2％ 0.7％
特技・興味が生かせる 11.0％ 2.3％ 8.r0/ 0.5％
今までの仕事経験が生かせる 7.9％ 0.7％ 7.2％ 0.4％
有名な会社である 5.6％ 0.3％ 4.6％ -
客層が自分に合っていそう 4.8％ - 3.4％ -
店舗・職場の大きさが希望に合う 3.7％ - 2.5％ -
その他 2.8％ 2.2％ 1.8％ 2.5％































外食 総 研 「 外 食 産 業 統 計 資 料 集2006 年 版 」









29日以下30~59 日60~99 日100~149 日150~199 日200 日以上 無回答
外食総研「外食産業統計資料集2006 年版」























■ I う ‾㎞
2 時間未満2~4 時間 4~6 時間 6～8時間8~10 時間10 時間以上
外食総研「外食産業統計資料集2006 年版」
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⑤ お客様に心から喜んでいただけるところに企業の成長・発展があると思う。明るく・温かく・
活気に満ち溢れた店作りと、従業員一人一人がやり甲斐を実感し働くことに喜びを見いだせる職
場作りが大切である。
その他a.
マニュアルの徹底が充分でないためクレームに繋がり、又その対処が上手く出来ないb.
店のビジョンやコンセプトなどをアルバイトに教えていないc.
立地場所と料金設定・営業時間が一致していないd.
メニュー変更が度々あり、リピーターの獲得が難しく新メニューの講習会参加も人員不足で出
来ず味が一定しないe.
店長（社員）とアルバイト との関係が良くないと店全体に良い雰囲気が生まれないf.
マニュアル化の弊害からくる流れ作業的なサービス
ま と め
今回調査対象の学生のうち大多数の学生は外食産業でのアルバイト経験があった。外食産業に対
するイメージ調査では将来性・国際性・知名度については比較的高いポイントで良いイメージをもっ
ているが、勤務時間・休暇・福利厚生に関してはポイントが低くイメージが悪いことがわかる。外
食産業に対して将来性や国際性もあると認識し、大きな期待をもっている学生が多くいるにもかか
わらず、アルバイト経験をするとその労働環境の悪さに厳しい職場という評価に変ってしまう。
個食化が進み人間関係も希薄になっていく最近、家族団楽の場としての外食や友人との交流の場
など外食産業が社会に果たす役割は今後ますます大きくなっていくと思われる。従業員をはじめ
パート、アルバイトが快適に働くことが出来る環境から良いサービスが生まれ、お客様に喜んでい
ただける店となりさらには売り上げ向上となって表れる。
現状のままでは外食産業は大学生にとっていつまでもアルバイト先のひとつでしかない。十分な
人材の確保や福利厚生の充実など、企業にとっては大変難しい問題ではあるが、これらの労働環境
の改善こそが外食産業のさらなる発展に欠かすことの出来ない大きな課題であるといえるのではな
いか。
